
会期：7月4日（土） ～ 8月30日（日）

番号 外題 絵師／判型 上演年月／劇場 等 役者（役名）

▶ 実悪

1
かなでほんちゅうしんぐら

仮名手本忠臣蔵
三世豊国画
大判錦絵三枚続

嘉永5年（1852）10月
見立

六世岩井半四郎（かほよ御ぜん）
五世松本幸四郎（高武蔵守師直）
二世関三十郎（桃井若狭之助）

2
かなでほんちゅうしんぐら

仮名手本忠臣蔵
初世国貞画
大判錦絵三枚続

天保4年（1833）8月
市村座

五世市川團蔵（大星由良之助）
初世片岡市蔵（高の師直）
三世尾上松助（大星力弥）

3
はこねれいげんいざりのあだうち

箱根霊験躄仇討
無款
紙本着色絵看板一幅

明治17年（1884）6月
中劇場

三世市川市十郎（滝口上野）
二世坂東寿三郎（飯沼勝五郎）
初世中村鴈治郎（勝五郎妻初花）
初世中村梅太郎（母早わらび）　ほか

4
ときもききょうおだのほうさく

時桔梗小田豊作
初世国貞画
大判錦絵三枚続

文政8年（1825）9月
中村座

七世市川團十郎（小田春永）
初世三枡源之助（森蘭丸）
五世松本幸四郎（武智光秀）

▶ 国崩し

5
ぎおんさいれいしんこうき

祇園祭礼信仰記
国周画
大判錦絵三枚続

明治16年（1883）1月
新富座

四世中村芝翫（松永大膳）
初世市川左團次（加藤清正）

6
おぐりはんがんかいどうぐるま

小栗判官街道車
無款
紙本着色絵看板一幅

明治22年（1889）11月
中劇場

初世實川新四郎（横山大膳）
四世市川市蔵（横山太郎）
三世片岡我當（太郎妻浅香）　ほか

7
つもるこいゆきのせきのと

積恋雪関扉
三世豊国画
大判錦絵二枚続

安政5年（1858）11月
市村座

四世尾上菊五郎（墨染桜ノ精）
五世市川海老蔵（大伴黒主）

8
だてくらべわかやぎそが

伊達競陽向曽我
初世国貞画
大判錦絵三枚続

天保10年（1839）1月
河原崎座

五世市川團蔵（局政岡）
五世市川海老蔵（あら獅子男之助）
五世市川團蔵（仁木弾正）

▶ 公家悪

9
いもせやまおんなていきん

妹背山婦女庭訓
初世国貞画
大判錦絵九枚組の内

文化12年（1815）7月
中村座

三世中村歌右衛門（曽我入鹿）

10
いもせやまおんなていきん

妹背山婦女庭訓
森田拾史郎撮影

昭和44年（1969）6月
国立劇場大劇場

三世實川延若（蘇我入鹿）

11
いもせやまおんなていきん

妹背山婦女庭訓
森田拾史郎撮影

平成8年（1996）12月
国立劇場大劇場

十七世市村羽左衛門（蘇我入鹿）

12
すがわらでんじゅてならいかがみ

菅原伝授手習鑑
三世豊国画
大判錦絵三枚続

安政4年（1857）9月
市村座

四世市川小團次（舎人松王丸）
二世浅尾与六（藤原時平）
初世河原崎権十郎（舎人梅王丸）
五世坂東彦三郎（舎人桜丸）

13
しばらく

暫
三世豊国画
大判錦絵二枚続

元治元年（1864）11月
中村座

五世坂東彦三郎（崇光帝一の宮山盛皇子）
初世河原崎権十郎（青砥五郎照綱）

14
しばらく

暫
国周画
大判錦絵百一枚組の内

明治26年（1893）
見立

九世市川團十郎（鎌倉権五郎）
五世尾上菊五郎（将門）

▶ 加役

15
だてくらべうわさのさやあて

伊達競高評鞘当
三世豊国画
大判錦絵三枚続

嘉永4年（1851）1月
河原崎座

三世関三十郎（栄御ぜん）
五世澤村長十郎（乳人政岡）
五世市川海老蔵（弾正妹八汐）

16
だてくらべおくにかぶき

伊達競阿国戯場
国周画
大判錦絵百一枚組の内

明治26年（1893）
見立

九世市川團十郎（政岡）
五世尾上菊五郎（八汐）

17
せんだいはぎじつろく

先代萩実録
無款
紙本着色絵看板一幅

明治26年（1893）10月
堀江座

市川鰕菊（一子千代松）
嵐璃徳（愛妾お高の方）
中村小仙（伊達亀千代丸）
市川鰕太郎（原田甲斐・乳人浅岡）　ほか

18
きんりゅうざんちもとのはつはな

金竜山千本初花
三世豊国画
大判錦絵三枚続

安政4年（1857）3月
中村座

八世片岡仁左衛門（局岩藤）
五世市川團之助（中老尾上）
三世岩井粂三郎（召仕おはつ）

▶ 端敵

19
つぼさかでら

壷坂寺
無款
紙本着色絵看板一幅

明治31年（1898）3月
中劇場

二世實川八百蔵（観音の霊）
四世實川延三郎（座頭沢市）
四世嵐橘三郎（女房おさと）
初世中村琥珀郎（蛇の目鴈九郎）

20
かいけいてんがじゃやむら

会稽殿下茶屋聚
三世豊国画
大判錦絵三枚続

安政元年（1854）6月
河原崎座

初世坂東竹三郎（早瀬源次郎）
四世大谷友右衛門（安達元右衛門）
四世市川小團次（弟弥助）
三世嵐璃寛（早瀬伊織）

21
ふくしゅうてんがじゃやむら

復讐天下茶屋聚
国周画
大判錦絵百一枚組の内

明治26年（1893）
見立

五世坂東彦三郎（早瀬伊織）
五世尾上菊五郎（安達元右衛門）

22
ばんしゅうさらやしき

播州皿屋舗
三世豊国画
大判錦絵三枚続

嘉永3年（1850）9月
中村座

四世市川小團次（こし元おきく）
八世市川團十郎（浅山鉄山）
初世片岡市蔵（浅山忠太）
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▶ 赤っ面

23
すがわらでんじゅてならいかがみ

菅原伝授手習鑑
初世国貞画
大判錦絵三枚続

天保6年（1835）11月
中村座

五世市川海老蔵（武部源蔵）
三世尾上菊五郎（春藤玄番）
初世岩井紫若（松王女房千代）

24
しんれいやぐちのわたし

神霊矢口渡
一勇斎芦国画
紙本着色絵看板一幅

明治29年（1896）3月
中劇場

初世市川右團治（娘お船）
三世市川荒五郎（渡し守頓兵衛）

25
しんれいやぐちのわたし

神霊矢口渡
三世豊国画
大判錦絵八十三枚組の内

嘉永5年（1852）
見立

五世市川海老蔵（渡守頓兵衛）

26
こいよりいるついのゆみとり

恋入対弓取
初世国貞画
大判錦絵三枚続

天保4年（1833）11月
市村座

三世尾上菊五郎（悪王子）
八世市川團十郎（渋谷金王丸昌俊）
五世市川海老蔵（中うけ　瀬尾太郎兼安）

27
かなでほんちゅうしんぐら

仮名手本忠臣蔵
初世国貞画
大判錦絵二枚続

文政10年（1827）7月
市村座

初世澤村しゃばく（薬師寺次郎左エ門）
七世市川團十郎（石堂右馬之丞）
四世坂東彦三郎（ゑんや判官）

▶ ちゃり敵

28
かなでほんちゅうしんぐら

仮名手本忠臣蔵
周重画
大判錦絵三枚続

明治11年（1878）11月
新富座

八世岩井半四郎（こし元おかる）
清元順三
四世清元延寿太夫
五世尾上菊五郎（早野勘平）
初世市川左團次（さぎ坂伴内）

29
かなでほんちゅうしんぐら

仮名手本忠臣蔵
三世豊国画
大判錦絵三枚続

嘉永4年（1851）2月
市村座

八世市川團十郎（早野勘平）
松本武五郎（順礼弁介）
初世坂東しうか（こし元おかる）
松本とら蔵（馬士とら八）
二世中山文五郎（鷺坂伴内）
成田屋宗兵衛（薬売惣八）
初世中村翫太郎（事ふれ初太）

30
ひらかなせいすいき

ひらかな盛衰記
無款
紙本着色絵看板二幅

明治12年（1879）3月
天満大工町

初世實川百々之助（梶原平次）
嵐璃鳳（延寿の前）
初世中村珊瑚郎（梶原源太）
初世實川正朝（腰元千鳥）
三世中山文五郎（横須賀軍内）　ほか

31
すけろくゆかりのえどざくら

助六由縁江戸桜
初世国貞画
大判錦絵三枚続

天保3年（1832）3月
市村座

三世市川鰕十郎（かんぺら門兵エ）
五世市川海老蔵（花川戸の助六）
初世坂東三津右衛門（朝かほせん平）

32
すけろくゆかりのえどざくら

助六由縁江戸桜
初世国貞画
大判錦絵組物の内

天保3年（1832）10月頃
見立

初世坂東三津右衛門（朝かほ仙平）

33
しばらく

暫
三世豊国画
大判錦絵八十三枚組の内

嘉永5年（1852）
見立

三世関三十郎（鯰坊主）

▶ イヤな奴

34
こいびきゃくやまとおうらい

恋飛脚大和往来
広貞画
中判錦絵二枚続

嘉永5年（1852）1月
筑後芝居

初世片岡市蔵（丹波や八右衛門）
二世片岡我童（亀や忠兵へ）

35
こいのひきゃくやまとおうらい

恋飛脚大和往来
三世豊国画
大判錦絵二枚続

安政元年（1854）8月
中村座

二世片岡我童（亀屋忠兵衛）
初世中山市蔵（丹波屋初右エ門）
三世岩井粂三郎（つち屋の梅川）

36
なつまつりなにわかがみ

夏祭浪花鑑
一勇斎芦国画
紙本着色絵看板一幅

明治24年（1891）7月
朝日座

三世市川市十郎（団七九郎兵衛）
七世澤村訥子（三河屋義平次）

37
なつまつりなにわかがみ

夏祭浪花鑑
広貞画
中判錦絵二枚続

嘉永3年（1850）5月
中の芝居

二世中村友三（義平次）
四世中村歌右衛門（団七九郎兵衛）

38
いせおんどこいのねたば

伊勢音頭恋寝剣
北英画
大判錦絵三枚続

天保6年（1835）4月
中の芝居

三世浅尾為十郎（藍玉や北六）
二世中村富十郎（女郎おこん）
二世中村東蔵（篤しま岩次）
初世浅尾与六（中居万の）
初世坂東寿太郎（料理人喜介）
二世中村芝翫（福岡貢）
初世中村歌七（女郎おしか）

▶ ヘアカタログ

39
すがわらでんじゅてならいかがみ

菅原伝授手習鑑
初世国貞画
大判錦絵一枚

文政2年（1819）閏4月
中村座

初世中村芝翫（藤原の時平公）

40
たけちみつひで

武智光秀
初世国貞画
大判錦絵組物の内

文政5年（1822）
見立

五世松本幸四郎（武智光秀）

41
うめもみじにしきのだており

梅照葉錦伊達織
国周画
大判錦絵百一枚組の内

明治26年（1893）
見立

九世市川團十郎（荒獅子男之助）
五世尾上菊五郎（仁木弾正）

42
かなでほんちゅうしんぐら

仮名手本忠臣蔵
国周画
大判錦絵百一枚組の内

明治26年（1893）
見立

初世中村宗十郎（塩谷判官）
五世尾上菊五郎（師直）

43
すけろくゆかりのえどざくら

助六所縁江戸桜
三世豊国・広重画
大判錦絵組物の内

嘉永5年（1852）12月
見立

四世市川小團次（髭の意休）

44
かなでほんちゅうしんぐら

仮名手本忠臣蔵
三世豊国画
大判錦絵一枚

安政6年（1859）9月
市村座

初世河原崎権十郎（斧定九郎）

45
あいじゅのゆきはなとみよしの

松梅雪花三吉野
国周画
大判錦絵百一枚組の内

明治26年（1893）
見立

九世市川團十郎（春藤玄蕃）
五世尾上菊五郎（松王丸）



46
にっぽんだえもん

日本駄右衛門
三世豊国画
大判錦絵八十三枚組の内

嘉永5年（1852）
見立

五世松本幸四郎（日本左衛門）

47
きのしたそがめぐみのまさごじ

木下曽我恵砂路
国芳画
大判錦絵二枚続

嘉永4年（1851）1月
中村座

四世市川小團次（石川五右衛門）

48
かげきよ

景清
三世豊国画
大判錦絵八十三枚組の内

嘉永5年（1852）
見立

八世市川團十郎（景清）

49
うめやなぎさくらのかがぞめ

梅柳桜幸染
国周画
大判錦絵百一枚組の内

明治26年（1893）
見立

五世尾上菊五郎（局岩藤）

50
おおえせいだんゆきとすみつき

大江政談雪墨付
国周画
大判錦絵二枚続

慶応3年（1867）10月
市村座

初世市川左團次（人丸お六）

51
さんにんきちさくるわのはつがい

三人吉三廓初買
三世豊国画
大判錦絵組物の内

安政7年（1860）1月
見立

四世市川小團次（和尚吉三）

52
しまちどりつきのしらなみ

島鵆月白浪
国周画
大判錦絵百一枚組の内

明治26年（1893）
見立

初世市川左團次（松島千太）
五世尾上菊五郎（明石の島蔵）

53
やっこだこくるわのはるかぜ

奴凧廓春風
国周画
大判錦絵百一枚組の内

明治26年（1893）
見立

二世尾上丑之助（舞鶴屋小伝三）
尾上きく（出入の伜三吉）
五世尾上菊五郎（奴凧）

▶ 色悪

54
てんじくとくべいいこくばなし

天竺徳兵衛韓噺
三世豊国画
大判錦絵三枚続

嘉永2年（1849）6月
河原崎座

二世尾上菊次郎（累ゆうこん）
初世中村芝雀（祐念上人）
五世市川團之助（田舎娘おりき）
四世坂東彦三郎（木下川与右衛門）

55
とうかいどうよつやかいだん

東海道四谷怪談
国芳画
大判錦絵二枚続

天保2年（1831）8月
市村座

三世尾上菊五郎（お岩ぼふこん・与茂七）
二世関三十郎（伊右衛門）

56
ごだいりきこいのふうじめ

五大力恋緘
無款
紙本着色絵看板一幅

明治21年（1888）9月
中劇場

初世實川八百蔵（勝間源五兵衛）
五世嵐吉三郎（笹野三五兵衛）
初世實川正朝（芸子菊の）　　　ほか

57
かなでほんちゅうしんぐら

仮名手本忠臣蔵
国芳画
大判錦絵三枚続

嘉永4年（1851）2月
市村座

三世嵐吉三郎（斧定九郎）
初世中村翫右衛門（百姓与一兵衛）
七世市川高麗蔵（千崎弥五郎）
八世市川團十郎（早野かん平）

58
みたてちゅうしんぐら

見立忠臣蔵
二世豊国画
大判錦絵十一枚組の内

天保期（1830年代）
見立

四世坂東三津五郎（斧定九郎）
初世嵐冠十郎（百性与一兵衛）

▶ 妖術使い

59
ぞうほてんじくとくべえ

増補天竺徳兵衛
国周画
大判錦絵百一枚組の内

明治26年（1893）
見立

四世尾上松助（宗観）
五世尾上菊五郎（天竺徳兵衛）

60
てんじくとくべいばんりのいりふね

天竺徳兵衛万里入船
初世国貞画
大判錦絵二枚続

天保12年（1841）7月
中村座

四世坂東彦三郎（奴金五郎）
二世尾上多見蔵（天竺徳兵衛）

61
たまものまえあさひのたもと

玉藻前曦袂
無款
紙本着色絵看板一幅

明治24年（1891）5月
中劇場

三世片岡市蔵（鷲塚金藤次）
四世市川市蔵（姉桂姫）
初世中村芙雀（妹初花姫）
初世實川正朝（後室萩の方）　ほか

62
たまものまえあさひのたもと

玉藻前曦袂
周延画
大判錦絵三枚続

明治14年（1881）4月
新富座

五世尾上菊五郎（三浦之助）
八世岩井半四郎（玉藻之前）
初世市川左團次（上総之介）

63
じらいやごうけつものがたり

児雷也豪傑譚話
三世豊国画
大判錦絵三枚続

嘉永5年（1852）7月
河原崎座

八世市川團十郎（児雷也）
三世岩井粂三郎（勇婦つな手）
三世嵐璃寛（大蛇丸）

▶ ダークヒーロー

64
かげきよ

景清
三世豊国画
大判錦絵三枚続

嘉永2年（1849）8月
河原崎座

四世市川小團次（岩永左衛門）
八世市川團十郎（悪七兵衛景清）
四世坂東彦三郎（秩父ノ重忠）

65
このしたかげはざまがっせん

木下蔭狹間合戦
無款
紙本着色絵看板二幅

明治15年（1882）2月
中劇場

三世市川市十郎（石川五右衛門）
二世坂東寿三郎（真柴秀吉）
初世嵐笑三郎（小田信長）　　　ほか

66
はまのまさごつきぬごひいき

浜真砂長久御摂
国芳画
大判錦絵二枚続

嘉永4年（1851）3月
河原崎座

五世市川海老蔵（石川五右衛門）
五世澤村長十郎（真柴久吉）

67
あおとぞうしはなのにしきえ

青砥稿花紅彩画
国芳画
大判錦絵二枚続

文久2年（1862）3月
市村座

三世関三十郎（日本駄右衛門）
四世中村芝翫（南郷力丸）
十三世市村羽左衛門（弁天小僧菊之助）

68
あおとぞうしはなのにしきえ

青砥稿花紅彩画
国周画
大判錦絵百一枚組の内

明治26年（1893）
見立

四世関三十郎（日本駄右衛門）
五世尾上菊五郎（弁天小僧）

69
さんにんきちさくるわのはつがい

三人吉三廓初買
三世豊国画
大判錦絵三枚続

安政7年（1860）1月
市村座

三世岩井粂三郎（おぜう吉三）
四世市川小團次（おしやう吉三）
初世河原崎権十郎（おぼう吉三）

▶ 悪婆

70
よわなさけうきなのよこぐし

与話情浮名横櫛
芳豊画
中判錦絵二枚続

嘉永7年（1854）8月
中の芝居

四世尾上梅幸（横櫛のお富）
三世市川白猿（切られノ与三）

71
わかばのうめうきなのよこぐし

若葉梅浮名横櫛
国周画
大判錦絵三枚続

元治元年（1864）4月
守田座

四世中村芝翫（源左エ門実は観音久治）
三世澤村田之助（きられおとみ）
三世市川九蔵（こうもり安）



72
ゆうだちぐもばらふのよこぐし

夕立雲斑甲横櫛
国周画
大判錦絵百一枚組の内

明治26年（1893）
見立

初世坂東家橘（井筒与三郎）
五世尾上菊五郎（きられおとみ）

73
おそめひさまつこいのよみうり

おそめ久松恋読売
無款
紙本着色絵看板一幅

明治17年（1884）1月
津 贄崎座

六世嵐みんし（娘おそめ）
初世嵐璃笑（丁稚久松）
四世嵐璃寛（土手のお六）
初世實川延若（鬼門の喜兵衛）　 ほか

74
ゆめむすぶちょうにとりおい

夢結蝶鳥追
三世豊国画
大判錦絵三枚続

安政3年（1856）3月
市村座

四世尾上菊五郎（半次女房熊坂お長）
初世坂東亀蔵（せつた直し長五郎）
初世中村歌女之丞（山崎屋娘おてる）

▶ 実はイイ人

75
よしつねせんぼんざくら

義経千本桜
三世豊国画
大判錦絵三枚続

安政3年（1856）7月
市村座

初世河原崎権十郎（主馬小金吾）
四世市川小團次（邪乃権太）
四世尾上菊五郎（女房小せん）

76
あいじゅのゆきはなとみよしの

松梅雪花三吉野
国周画
大判錦絵百一枚組の内

明治26年（1893）
見立

初世坂東家橘（梶原）
五世尾上菊五郎（いかみの権太）

77
ほんちょうにじゅうしこう

本朝廿四孝
無款
紙本着色絵看板一幅

明治27年（1894）3月
中劇場

初世市川右團治（兄横蔵後に山本勘介晴義）
四世實川延三郎（弟慈悲蔵後に直江山城守）

78
ほんちょうにじゅうしこう

本朝廿四孝
よし国画
大判錦絵三枚続

文化14年（1817）5月
角の芝居

初世中山よしを（おたね）
三世嵐三五郎（直江山しろの守）
三世中村歌右衛門（山本勘介）
初世市川鰕十郎（景かつ）

79
すがわらでんじゅてならいかがみ

菅原伝授手習鑑
初世豊国画
大判錦絵二枚続の内

文化8年（1811）7月
中村座

初世澤村源之助（松王丸）

80
いっせいちだいときわのまつおう

一世一代寿松王
三世豊国画
大判錦絵三枚続

安政6年（1859）3月
中村座

初世中村福助（春藤玄番）
五世市川海老蔵（松王丸）
八世片岡仁左衛門（武部源蔵）

▶ 加役競演

81
いわおのはななみのしらいし

岩藤浪白石
初世国貞画
大判錦絵二枚続

天保13年（1842）3月
河原崎座

五世市川海老蔵（局岩藤）
三世尾上栄三郎（中老おのへ）

82
さくらどきおんなぎょうれつ

桜時女行烈
初世国貞画
大判錦絵二枚続

天保3年（1832）3月
中村座

四世坂東三津五郎（岩藤）
二世中村芝翫（おはつ）

83
さかいちょうまなづるそが

銀杏鶴曽我
初世豊国画
大判錦絵二枚続

文化8年（1811）閏2月
中村座

二世尾上松助（岩藤）
二世澤村田之助（おのへ）

▶ 奇術十二支

84
きじゅつじゅうにしのうちうし

奇術十二支之内丑
国周画
大判錦絵十二枚組の内

明治10年（1877）2月
見立

五世尾上菊五郎（瀧夜叉姫）

85
きじゅつじゅうにしのうちう

奇術十二支之内卯
国周画
大判錦絵十二枚組の内

明治10年（1877）2月
見立

四世中村芝翫（伊賀寿太郎）

86
きじゅつじゅうにしのうちみ

奇術十二支之内巳
国周画
大判錦絵十二枚組の内

明治10年（1877）2月
見立

四世中村芝翫（大蛇丸）

87
きじゅつじゅうにしのうちとり

奇術十二支之内酉
国周画
大判錦絵十二枚組の内

明治10年（1877）2月
見立

九世市川團十郎（児雷也）

88
きじゅつじゅうにしのうちいぬ

奇術十二支之内戌
国周画
大判錦絵十二枚組の内

明治10年（1877）2月
見立

五世坂東彦三郎（犬上兵部）

▶ 鬼女

89
ひとつや

一ツ家
国周画
大判錦絵三枚続

明治23年(1890）4月
市村座

初世尾上栄之助（娘浅茅）
五世尾上菊五郎（老婆茨）
四世岩井松之助（児花若実は観音ノ化身）

90
いばらき

茨木
周延画
大判錦絵三枚続

明治16年（1883）4月
新富座

初世市川左團次（渡辺綱）
五世尾上菊五郎（茨木童子）
初世坂東家橘（渡辺ノ臣）

次回
予告

9月19日（土）～ 11月23日（月･祝）　逸翁美術館2026展示IV「のむ ― 茶器と酒器と喫煙具 ―」

　　　ウェブサイト「阪急文化アーカイブズ」にて展示品の画像を一部公開しています▶


